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緊迫増す中東情勢に関心高まる 

「新聞オーディエンス調査３６５」２５年６月度調査結果を発表 
 

２０２５年７月２９日 

日本新聞協会広告委員会 

 

 

日本新聞協会広告委員会は７月２９日、ウェブ調査「新聞オーディエンス調査３６５」の

２０２５年６月度調査結果を発表しました。 

この調査は、新聞などメディアへの毎日の接触状況の変化と関心を集めたニュースについ

て分析しています。あわせて印象に残った新聞広告を、選択式ではなく自由に回答してもら

う純粋想起で毎日尋ね、上位に挙げられた広告を紙面ビジュアルとともに紹介しています。

全国の１８歳以上６９歳以下の３００人を対象に、新聞、テレビ、インターネットのメディ

ア別に調べ、月ごとにデーリーの接触傾向を発表しています。 

この調査では、紙の新聞だけでなく、電子版、オンライン版、ニュースサイトなど新聞社

が発信する情報を含めて「新聞」と集計しています。なお、テレビ、インターネットについ

ても同様の集計です。 

調査結果は、新聞広告総合ウェブサイト「新聞広告データアーカイブ」

（https://www.pressnet.or.jp/adarc/）でも公開しています。 

  

◇休日に高まる新聞への接触 

新聞や新聞社が発信する情報への接触が最も高まったのは、以下の３日でした。 

①６月７日（休日、東電旧経営陣への賠償請求棄却） 

土曜日のため、多くの人がじっくり新聞に触れたと回答しました。中でも、前日６日に

東京電力福島第一原発事故を巡る同社株主らによる訴訟の控訴審で、旧経営陣に約１３

兆円の賠償を命じた一審判決を取り消し、原告の請求が棄却された判決の報道に注目が

集まりました。 

②６月２１日（米が対イラン攻撃を検討） 

トランプ米大統領が１９日、イスラエルと交戦を続けるイランに対する攻撃の実施につ

いて２週間以内に決断すると表明。読者から、危険を増す中東情勢が懸念されました。 

③６月２３日（米、イラン核施設を空爆） 

米軍が２２日、イランの核施設を空爆したことが報じられ、読者の関心を引きました。

７月の参院選を前に、前日投開票の東京都議選の結果も注目されました。 

 

◇さまざまな目的で活用された新聞広告 

この調査では、「印象に残った新聞広告」を尋ねています。今月は商品広告や企業ブラン

ドのＰＲ、社名変更の告知など、さまざまな種類の新聞広告に読者の注目が集まりました。

特に、以下の広告を純粋想起で挙げる読者が多くいました。 

・「省エネで家計にやさしいエアコン」（株式会社ニトリ／２１日） 

・「かぐや姫に届けたい、水素があります。」（高砂熱学工業株式会社／２３日） 

・「人生をまもる会社から、人生をひろげる会社へ。」（第一生命ホールディングス株式会

社／２４日）  
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かぐや姫に届けたい、水素があります。 

（高砂熱学工業株式会社） 

省エネで家計にやさしいエアコン 

（株式会社ニトリ） 

人生をまもる会社から、人生をひろげる会社へ。 

（第一生命ホールディングス株式会社）

 

 
※広告ビジュアルの２次使用等に伴う画像提供については当協会へお問い合わせください 
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◇２０２５年６月のメディア別接触傾向 

＜新聞＞ 

  

 
 

  
 
 
 

 
 
 

 
 

①６月７日（休日、東電旧経営陣の賠償取り消し） 
②６月２１日（米が対イラン攻撃を検討） 
③６月２３日（米、イラン核施設を空爆） 

 
 
 
＜テレビ＞  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

＜インターネット＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（注）６月９日は休刊日とした新聞社が多かった 

日付 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

TOP3 1 2 3

日付 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

TOP3 2 1 3

日付 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

TOP3 1 3 2
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◆日本新聞協会について 

新聞・通信・放送１１９社で構成する一般社団法人。会長は中村史郎（なかむら・しろ

う／朝日新聞社代表取締役会長）。 

◆日本新聞協会広告委員会について 

日本新聞協会会員新聞社の広告・営業局長６３社６３人で構成。委員長は隅浩一郎（す

み・こういちろう／日本経済新聞社常務執行役員メディアビジネス担当）。 

◆新聞オーディエンス調査３６５について 

月１回以上新聞を読んでいる１８歳以上６９歳以下の計３００人を対象に、普段と比べ

てメディアによく接したかどうかを毎日尋ねるウェブ調査です。毎月のトピックスを翌

月下旬に発表しています。２０１７年１０月１日から１９年９月３０日まで実施し、新

型コロナウイルスの感染拡大に伴うメディア接触状況の変化を調べるため、２０年６月

より調査を再開しました。新聞、テレビ、インターネットのメディア別に、当該月平均

と比較したデーリーの接触状況を公表します。事件や事故、政治・経済の状況に加え、

大きなイベントや正月など消費行動にもつながる各種タイミングでのメディア接触、季

節変動などを観測します。 

 

 〈この件に関する問い合わせ先〉 

   日本新聞協会 広告部広告担当 

       メール：koukoku@pressnet.or.jp 

 

以  上 


